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(沿岸鮮魚貝市場の実態4)
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Shigeshi AOTUKA
商人資本が主 導性を もつ商人市 場にたい して,漁 業生産 者が魚価 決定,市 場撰 択 に主体 的な力 を もって い
る市場 を生産者 市場 と呼んでお こう。腐敗 性食品 とい う特 殊な商 品 であ りかつ価 格決定 に決定 的 な要因 とな
る鮮度性商 品であ る鮮魚貝類 の場 合は,最 短 の時間距 離で成 立す る商取 引市場が第1次 的な 最適 の市場で あ
る。
したが って 水揚量の少ない地 帯では周辺 消費者へ の行商が 最 も初 歩的 かつ 合理的 では あ るが,散 発 的な 市
場 であ った。 然 し漁業生産力 が上昇す るにつ れ生 産地にお ける商人資本が その 資金力,輸 送力,市 場撰 択力
に よって強 力な商人市 場を成 立せ しめた ことはい うまで もない。海 洋空間 が広 く漁 場豊度 にめ ぐまれた長 崎
県 の とくに離 島地帯で はい ちはや く行商的生産 者市場を し り目に商人 市場が成立 した。 そしてむしろ 消費地
への近 接 とい う地理的条件 に めぐまれな が らも低生 産力 で推移 した県南部地帯 が近接都市 消費地や 集散市 場
の展 開 にと もな って行 商また は市場への直 接搬入 で ある直送形態 が商人 資本への対 抗形 態 として永 くひ きつ
がれて い る。
反 面 と くに高生産力 の イカ,イ ワシ地帯 では商人市場成 立にたいす る最少限度 の対抗 として 自家加工形 態
が 広範 囲に発展 して きた。
この ような生産者の いわば個 別的散 発的な主導 性によって 成立す る市 場にたい して,と くに 戦後 大 きく伸
びて きたの が漁協 出荷 を軸 とした集 団的な生産者 市場であ る。一 般に はこのなかに商人 資本市場 として の上
場,特 約 とい う形式的な漁協市場 を加えてい る。然 し漁協 の主導性の如何が その 市場の性格 を決定す る とい
う点か らすれば,漁 協 出荷が 代表的な集団的生産 者市場 であ ることに異論 はないであ ろ う。そ して漁協経営
の共 同加工,委 託加 工ま たは漁協小売市場が これに加 え られ る。
以下生産者 市場における個別 市場 の代 表 として 直送 と自家加工 を,集 団市場の典型 として 漁協 出荷 を検 討 し
てみ よう。 なお行 商形 態 については47年 県資料 では直送 と区 別されて いないが,の ちに流通 圏について の別
稿 で とりあげ る(な お県 資料での直送 は組合 員が漁協 の輸送施設 や市場施設 とは 全 く無関係に直接近 接市場
に搬 入 した もの を指 してい る。 したが ってたん に賦 課金の 性質 を もつ 協力 的手数料 の納 入や,信 漁連 口座利
用 に よる代 金受領程度 の漁協取 扱は 漁協経 由か ら外 して 直送にふ くめてい る)。
1.直 送 市 場 の 動 向
県資料に よる と,生 産者 による至近 市場へ の直接 搬入や行商のいわゆ る直送 は,最 近や や停滞 してい るが,
39年 か ら47年 まで の長期では増 加し,取 引形態 別構成 での比重 も高 くな ってい る(表1.)。
そ して この直送の増加 傾向が,五 島,対 馬や県南部の 泉水海,橘 湾,有 明海 各海 区で増加 し,と くに44年 以
降 は五島海 区におけ る伸 びが漁 協出荷の停 滞 と対照 的であ ることが指 摘 される。県南部 につい ては 調査方 法
上の 問題か ら,有 明海,泉 水海で は4447年 資料 の うち買付 に該 当す るものが直送 として計上 されて いるた




海区別 44／『39　　4乙／44　　47／39 44／39　　47／／44　　47！／39 44／隻39　　47／44　　47／39
対　　馬 0。66　0．22　0．14 5．33　α25　1．33 4．64　　0．25　1．15
県 壱　　岐 12．92　　　0．04　　　0．47 2．01　0．33　0．66 2．40　0，27　α65
北 県　　北 α05　7．60　　0．37 1．45　　0．94　　1．36 1。09　　1．01　　1．11
部 五　　島 1．99　4．05　8．OI5 0．59　　1．49　　0，88 0．67　　1．90　　1．27
計 0。57　211　1．19 1．54　　0．72　　1．11 1．38　　0．82　　L12
西彼杵 2．30　0．21　　0．49 0．41　4．77　－1．96 0．66　　2．67　　1．76
県 大村湾 一 α73　　1．02　　0．75 α73　　1．02　　0．74
南 橘　　湾 31．75　　　0．24　　　　7．63 1．12　　2．86　　3．22 1．50　　2．17　　3．27
部 有明海 4．45　0．71　3．18 1，56　　1．87　　2．91 1，82　　1．62　　2．94
泉水海 4．48　0．03　　0．12 35．44　　　0．38　　　13，52 24．42　　　0．36　　　8．75
計 3．24　0．24　　0．78 1．46　　1．47　　2．14 1．62　　1．25　　2．02













































































































































合 計 14．1 85．9 10．2 89．8 11．4 88．6
表3　　水揚量に対する直送量の比率 表4．　総取引額における直送額の比率
海区別 39 44 47
対　馬 3．2 13．4 4．7
県 壱　岐 12．3 42．8 5．2
北 県　北 18．6 21．1 20．9
部 五　島 15．3 9．4 17．1
計 12．1 15．6 13．5
西彼杵 19．3 21．5 35．8
県 大村湾 36．3 31．5 30．7
橘湾 a7 6．1 12．5
南
有明海 11B 27．1 30．7
部 泉水海 6．9 38．8 23．4
計 12．4 20．3 23．6
合 計 12．2 16．9 16．4
海区別 39 44 47
対　馬 4．7 12．9 5．0
県 壱　岐 26．2 18．5 5．8
北 県　北 33．2 27．2 34．3
部 五　島 22．8 18．4 30．4
計 20．6 19．3 21．2．
西彼杵 33．9 22．9 35．2
県 大村湾 41．1 30．5 42．0
橘　湾 12．2 20．2 22．5
南
有明海 9．9 21．8 32．5
部 泉水海 12．0 43．7 37．7
計 22．4 25．0 32．7













































































































沿　岸　物 養　殖　物 沿　岸　物 養　殖　物






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































海区別 割引手数料　　賦 課金 無欄　係
対　　　馬 80 一 20
県 壱　　　岐 100 一 一
北 県　　　北 42 21 38
部 五　　　島 54 14 32
計 58 13 29
西　彼　杵 21 43 36
県 大　村　湾 17 50 33
橘　　　湾 43 29 29
南
有　明　海 20 40 40
部 泉　水　海 17 一 83
計 23 35 42




沿 岸 比 率



















































































































合 計 12，433 1，452 a203 22，088 56．3 6．6 37．1
表8続 巻　　網 物 比 率


































































































































漁協名 直　送 内魚市搬入 共　販 直　送 内魚市搬入 共　販 直送 内魚市搬入 共 販
西　　　部 100．0 一 ｝ 100．0 76．9 一 100．0 100．0 『
福　　　田 99．1 100．0 一 73．0 100．0 一 96．1 39．8 　
式　　　見 94．1 43．8 59 78．3 100．0 8．7 93．9 100．0 6．1
伊　王　島 93．3 96．4 0 88．4 100．0 5．8 96．3 100．0 3．8
香　　　焼 ●　●　● ●　魯　o ・　●　● ●　・　● ●　●　● ●　■　． 100．0 100．0 一
多　良　見 34．4 100．0 65．6 100．0 100．0 一 91．4 14．9 8．6
南　　　部 39．0 ｝ 一 0．03 一 一 13．0 一 『
茂　　　木 42．0 26．0 3．5 23．5 27．5 4．7 35．6 64．4 5．0
矢　　　上 48 100．0 一 16．7 100．0 一 100．0 一 一
戸　　　石 3．1 100．0 4．2 58．5 100．0 43．3 33．6 100．0 24．3
計 37．6 61．5 6．6 32．1 64．1 8．6 39．9 74．1 12．8
（県南部） 12．4 2α3 23．6
（西彼杵） 19．3 21．5 35．8



















漁協名 直　送 内魚市搬入 共　販 直　送 内魚市搬入 共　販 直　送 内魚市搬入 共　販
面 高 45．6 77．5 一 73．0 18．1 5．1 29．9 95．9 49
七　ッ 釜 100．0 20．0 一 100．0 ｝ 一 85．0 23．5 『
大 島 51．0 78．1 一 35．4 100．0 一 88．9 100．0 3．3
崎 戸 21．5 100．0 一 19．8 100．0 一 24．5 77．9 21．9
西 彼 100．0 99．8 一 54．3 100．0 19．1 40．3 9．1 34．7
瀬 川 41．6 75．0 0．2 34．7 90．2 62．9 18．1 242 一
佐世保市 15．9 100．0 4．0 ’52．6 100．0 一 23．4 25．0 一
相 浦 16．1 100．0 30．4 69．2 100．0 一 74．5 89．6 一
助 部 100．0 70．4 一 100．0 66．8　』 一 100．0 40．0 一
子 島 11．9 100．0 86．4 19．3 100．0 42．7 51．7 48．7 43．7
針 尾 62．6 100．0 2．7 96．2 74．3 　 32．5 55．7 35．4





















































































海区別 －＼ ス　ル　メ 煮　　干 ウ　　　ニ 素 干 カマボコ 計
対　馬 1q630 一 125 一 『 10，755
県 壱　岐 703 一 ．　　　一 一 一 703
北 県北 21 5，849 520 28 一 a418
部 五　島 165 一 2 2 一 169
計 11，519 5849 647 30 『 18，045
西彼杵 『 343 18 一 4 365
県 大村湾 　 一 一 一 ｝ 『
南
橘　湾 ｝ 2，746 33 32 一 2，811
有明海 一 『 一 一 一 一
部 泉水海 一 一 6 一 34 40
計 一 3，089 57 32 38 a216
合 計 11，519 8，938 704 62 38 21，261




















































































































































































海区別 39 44 47
対　馬 17 60 66
県 壱　岐 60 80 80
北 県北 55 62 62
部 五　島 67 69 68




































































































































































































































海区別 活　魚 鮮　魚 活　魚 鮮　魚 活　魚 鮮　魚
対　馬 15．7 84．3 6．9 93．1 10．8 89．2
県 壱　岐 13．6 86．4 1．0 99．0 一 100．0
北 県　北 24．0 76．0 1．6 98．4 1．2 98．8
部 五　島 7．7 92．3 13．8 86．2 11．4 88．6
計 14．0 86．0 6．5 93．5 5．8 94．2
西彼杵 13．8 86．2 軌8 90．2 21．3 78．7
県 大村湾 一 100．0 51．4 48．6 一 100．0
橘　湾 0．2 99．8 5．7 94．3 3．7 96．3
南
有明海 35．2 64．8 31．3 68．7 46．4 53．6
部 泉水海 一 100．0 一 一 一 100．0
計 7．3 92．7 16．8 83．2 9．9 90．1
















































































































































































































































































































































































































合　計 304．4　　405．2　　433．8 1．33　　1．07 1．43
表20．　漁協出荷の地位
（0／0）
統流通量との対比 組合経由量との対比 総流通額との対比 組合経由額との対比






































































































































































































































































































































































3，427 4，947 126 1．44 22 50 46 254
本 地場 1，032 910 33 0．88 4 13 43 360
部 買　　　取 11，131 16，560 95 1．49 74 37 94 57
小　　　計 15，590 2a417 253 1．44 100 100 ，74 113
　　　直送
ﾏ託｛
一 旦374 117 （0．93） 85 91 22 491
県 地場 一 372 11 （α94） 13 8 17 285
北 買　　　取 一 32 0 （　　） 1 1 0 209
小　　　計 一 2778 128 （0．94） 100 100 9 460
　　　直送
ﾏ託｛
1，284 3，331 89 2．59 63 72 31、 269
福 地場 84 848 27 10．10 16 22 40 323
岡 買　　　取 1，216 1，078 7 0．89 21 6 6 70
小　　　計 呂584 5，257 124 203 100 100 17 237
　　　直送
ﾏ託｛
4，711 10，652 332 2．26 35 66 100 311
合 地場 1，116 a130 71 1．91 7 14 100 332
計 買　　　取 1a347 17，670 103 L43 58 20 100 58
L
小　　　計 1a174 3q452 505 1．68 100 100 100 166
※（）は45年度にたいする伸び率
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た福岡出張所の伸びが最も高く，有川をふくめた県北出張所扱いはやや減少傾向ecある。取扱別では本土市
場送りが最も伸び買取の伸びは最も低い。県全体の本土市場向出荷の集中化現象が漁連扱いにもあらわれて
いる。各海区の取引別比率と単価をみると，全体では送り物よりは地場売りの方が高価格魚である。しかも
地場売，買取に比較して送り物の価格は，売先値から市場手数料を差引いた額で表示されているから，地場
売りはより一層高価格である。結局とくに五島と対馬壱岐では高級魚は単独出荷し，中級魚を漁連委託とし
ていることがうかがわれる。また漁連共販の74％が五島を中心とした五島，県南部に集中しており，漁連共
販の地域的偏在という一つの課題をしめしている。
　この漁連共販量と県資料ecよる総流通量の対比をみると（表22），その地位はきわだって高まり，とくec
表22．　県漁連取扱量の地位
海区別
総流通量との比
S4　　　47
漁協共販量との比
S4　　　47
壱岐対馬
ｻの他
@計
　56　　13．6
P6．4　　25．2
P2．9　　22．0
16．6　　29．1
V0．5　　101．2
S8．2　　70．9
対馬壱岐海区でのびている。47年の比重では五島での地位が高い。また漁協出荷量にしめる比率では，これ
も倍増して47年で71％をしめるにいたっている。五島統合共販が福江島水揚の70％をしめるのと対応してい
るといえる。なお県北，本所での比率が漁協出荷量以上であるのはs推定値が長崎市場の直送巻網物をふく
んでいるためであろう。
　いずれにしても漁協出荷にしめる漁連共販の地位は大きい。このことは漁協出荷に基そをおく漁連共販の
論理的方向ではあろうが，最近における漁協出荷の低下傾向との関連を深く観察しなければならない。
（付記）　本論文は48年の調査にもとずいて49年に執筆したものである。使用する県資料は39，44，47年
　　　　に実施した長崎県水産部の「沿岸鮮魚貝流通調査」によって作成したものである。
